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通 常 総 会 報 告 
5 月 28 日(土)(一社)防府薬剤師会平成 28 年度通常総会が終了しましたので概要を報告いたします。 

召集年月日   ：平成 28 年 5 月 13 日(金) 
開催年月日   ：平成 28 年 5 月 28 日(土)19;30～20;30 
開催場所    ：防府グランドホテル 
会員総数    ：204 名 
出席会員数   ：22 名 
委任状提出会員数：137 名(開催時刻 19 時 30 分現在) 

 
平成 27 年度 事業報告 

平成 27 年度、当会は防府市民が安心で安全な医療を受けられる社会づくりへ積極的に貢献することを

目指して会務推進にあたり、薬局が食生活や禁煙・心の健康・介護に関する相談を受けることで総合的

な健康情報拠点の役割を果たせるよう各事業の実施に取り組んだ。 
 第一に、かかりつけ薬局を目指していくため、薬剤師の基本的な役割である安心で安全な医薬品の提

供や効果的な薬物治療確保のため、医薬品の適切な販売体制および対面による情報提供の徹底を図った。

さらに、職能団体の重要な役割である、会員の知識・技能の研鑽については、社会ニーズを踏まえた教

育プログラムの提供が可能となるよう検討を行い、薬剤師の資質向上のため各種研修会等を実施した。 
 一方、新たに医師会・訪問看護協会との連携による「衛生材料等の円滑供給のための体制整備事業」

にかかわる協議会の開催およびモデル事業の実施に積極的に関与した。また、防府市の地域防災医療に

おいて、災害時に備えた医療関係団体等の連携会議が開催され、「災害時における薬剤師活動マニュアル」

の検討、「災害時医療救護体制」の体制づくりに努めた。 
 公益目的支出事業については、従来から実施している「体験セミナー」、防府三師会合同の「健康フォ

ーラム」に加え、今年度初めて当会主催の事業「くすりと健康フェア」を実施した。 
以上の重点事項の他、地域市民の健康な生活とそれを支える安心・安全な医薬品の使用を確保するため、

以下の事業を実施した。 
 
(1)  薬学及び薬業の進歩発展に関する事業 
(2)  薬業を通じて医薬品の適正使用等医療貢献に関する事業 
(3)  公衆衛生の普及・啓発・指導に関する事業 
(4)  医薬品等に関する情報の収集及び伝達に関する事業 
(5)  地域医療への貢献並びに医療安全の確保に関する事業 
(6)  薬局の設備管理運営に関する事業 
(7)  会営国分寺薬局の運営管理に関する事業 
(8)  学校保健及び環境衛生に関する事業 
(9)  学会・講演会・研究会等の開催及びこれに対する協力に関する事業 
(10) 休日・夜間の処方箋応需体制等に関する事業 
(11) 会員に資質向上のための教育研修及び広報に関する事業 
(12) その他本会の目的を達成するために必要な事業 
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平成 28 年度 事業計画 
 

 少子高齢化という大きな社会変化とともに、薬剤師・薬局においても変化が求められています。平成

27 年 6 月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針 2015」(骨太の方針)では、薬剤師による効

果的な投薬・残薬管理や医師との連携による地域包括ケアへの参画を目指したかかりつけ薬局の推進と、

調剤報酬で保険薬局の貢献度による評価や方向性が示されました。また、平成 27 年 9 月には地域住民に

よる主体的な健康の維持。増進を支援する機能を持つ薬局を「健康サポート薬局」とする旨、厚生労働

省より公表されました。さらに、平成 27 年 10 月には「患者のための薬局ビジョン」が厚生労働省より

公表され、かかりつけ薬剤師・薬局像が示されるとともに、「門前からかかりつけ、そして地域へ」と目

指すべき医薬分業の姿が明確に示されました。 
 こうした中で、薬局は地域住民が安心して食生活や禁煙、心と体の健康、介護等の相談が出来る総合

的な健康情報拠点の役割を果たしていかなければなりません。このような「かかりつけ薬剤師・薬局」

を目指していくためには、幅広い知識の習得が欠かせません。薬剤師の資質向上に向けた、各種研修会・

講演会・学習や交流等に対し積極的な支援を行います。 
 また、「地域包括ケアシステム」では、自宅や施設で高齢者の生活を継続させることが目指されていま

す。高齢者の在宅での生活を支えていく上では、薬剤師の訪問による薬の管理、服薬指導への期待は大

きく、医師や看護師・介護職種と連携し副作用の早期発見等患者の安全確保と医療の質の向上が可能と

なります。当会を中心として、さまざまな業務に取組める体制構築を図る施策を講じて参ります。 
 患者の医療安全確保のため、病院薬剤師との連携「薬薬連携」を積極的に取り組みます。 
 公益目的事業は当会の重要事業の 1 つです。過去 3 年間の活動実績を基に、実施事業を協議し、計画

達成のための施策・実施を積極的に取り組みます。 
 災害はいつ発生するか予測出来ません。緊急医療を迅速に行うためには、薬剤師による積極的な取組

が求められています。市、医師・歯科医師会、各種団体と連携し市民の安全確保に努めます。 
 私たち薬剤師は、地域住民の健康な生活の確保・向上のため活動しています。薬剤師が医療の担い手

として適切に評価され、その役割を果たせるよう各事業に取組んで参ります。 
 

1. 薬学及び薬業の進歩発展に関する事業 
(1)  医薬品情報の充実・整備の促進 
(2)  保険薬局・薬剤師の資質向上 
(3)  各薬局間の連携 
(4)  市民への啓蒙・社会貢献活動の一環として「薬草園の体験セミナー」の開催(1 年に 1～2 回) 
(5)  保険薬局協議会の充実 

 
2. 薬業を通じて医薬品の適正使用等医療貢献に関する事業 

(1)  薬歴管理・服薬指導・情報提供の徹底 
(2)  おくすり手帳及びカバーの活用による情報共有と連携の強化 
(3)  後発品を含めた調剤過誤対策の強化 
(4)  医療用麻薬の供給と適正管理のための環境整備(在宅医療・緩和ケアへの対応) 
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3. 公衆衛生の普及・啓発・指導に関する事業 
(1)  地域保健・医療・福祉活動への全面医的協力 
(2)  セルフメディケーション推進の体制確保 
(3)  献血事業への協力 
(4)  「健やかほうふ 21 計画(第 2 次)」への協力 
(5)  スポーツファーマシストによるドーピング防止活動への協力 
(6)  薬物乱用防止運動に推進 
(7)  新型インフルエンザ対策への対応 
(8)  禁煙支援活動の推進 

 
4. 医薬品等に関する情報の収集及び伝達に関する事業 

(1)  医薬品安全情報収集活動の推進(ＤＥＭ活動、厚生労働省医薬品安全性情報活動への協力) 
(2)  情報交換による安全性の確保 

 
5. 地域医療への貢献並びに医療安全の確保に関する事業 

(1)  かかりつけ薬剤師・薬局および健康サポート薬局による地域健康情報拠点の確立 
(2)  疑義照会の徹底による医療安全の確保 
(3)  薬薬連携の強化(ハイリスク薬・抗がん剤について) 
(4)  調剤過誤・ヒヤリハット事例等の情報収集 
(5)  情報の共有と注意喚起及び再発予防対策の確立 
(6)  日本医療機能評価機構の「薬局ヒヤリハット事例収集・分析事業」への積極的な登録と事例 

報告の推進 
(7)  医薬品医療機器総合機構(ＰＭＤＡ)のメディナビ登録の推進 
(8)  休日診療への参加・協力 
(9)  在宅医療への取組みと医療福祉事業への積極的参加協力 
(10) 地域包括ケアシステムにおける薬局の役割の確立 
(11) 多職種と連携をして「見える事例検討会」を開催 

 
6. 薬局の設備管理運営に関する事業 

(1)  薬局機能の充実・強化 
①  後発医薬品の備蓄体制の整備 
②  経営基盤強化 

(2)  薬局の電子化促進 
①  医薬品情報の充実・整備の促進 

 
7. 会営国分寺薬局の運営管理に関する事業 

(1)  会営国分寺薬局の管理・運営の充実 
(2)  薬剤師の補充、拡充 
(3)  会員薬局へ薬剤師派遣等サポート機能の充実 
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8. 学校保健及び環境衛生に関する事業 
(1)  学校保健・学校環境衛生活動への積極的協力及び共同給食施設の衛生検査 
(2)  出前講義(薬物乱用防止・たばこ防止・医薬品適正使用講義等) 

 
9. 学会・講演会・研究会等の開催及びこれに対する協力に関する事業 

(1)  オール薬剤師の連携強化(行事・研修会への参加) 
(2)  学術大会への参加及び発表 
(3)  薬剤師の向学心の醸成と資質向上 
(4)  各種研修会・講習会の開催 
(5)  学術講演会の共催 
(6)  防府三師会主催による市民健康フォーラムの実施 
(7)  当会と各種団体との共催による薬と健康フェアの実施 
 

10. 休日・夜間の処方箋応需体制等に関する事業 
(1)  休日・夜間の処方箋受け入れ体制の整備 

 
11. 会員の資質向上のための教育研修及び広報に関する事業 

(1)  広報誌「清流」の発行 
(2)  ホームページ等の充実 
(3)  日本薬剤師研修センター認定研修薬剤師の奨励 
(4)  日本薬剤師会生涯学習支援システム(ＪＰＡＬＳ)への参加促進 
(5)  親睦小委員会の拡充による会員相互の交流 
(6)  未就業薬剤師の活用と研修の実施 

 
12. その他本会の目的を達成するために必要な事業 

(1)  医療保険問題への対応 
①  医療制度改革への対応 
②  調剤報酬請求事務の適正化 
③  医療保険指導者の研修と育成 

(2)  地域に密着した啓蒙活動(体験セミナー等の開催) 
(3)  医薬品販売制度への対応 

①  医薬品販売制度の堅持と医薬品安全性確保 
②  薬局医薬品(薬局製造販売医薬品を含む)活用推進 

(4)  自殺予防対策への協力 
①  自殺予防対策におけるＧＫ(ゲートキーパー)としての役割 

(5)  薬学生実務実習受け入れ体制の充実 
(6)  若手会員の会への積極的参加促進 
(7)  求人活動 
(8)  災害時の緊急連絡体制の構築 
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■編集後記■ 
 毎日、暑いですね。いよいよ来月には、ブラジル・リオデジャネイロにて夏季オリンピッ

クが開催されます。水泳・体操・レスリング・柔道・・・あー、気になる種目がたくさん。

卓球の石川佳純選手も応援しなきゃ。そうそう、陸上女子１万メートルに出場する高島由香

選手は防府市出身だそうですよ。ぜひみんなで応援しましょう。 
そして、防府薬剤師会では 9 月 10 日(土)に恒例の納涼会を予定しています。詳細は後日。

多くのみなさんの参加をお待ちしています。 
 
 
(一社)防府薬剤師会 広報委員会 

        (白野 陽正、松井 都世子、渡邊 太朗、佐藤 洋平、青谷 元喜) 
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